
高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞 2018年度贈呈式

末松安晴理事長の挨拶から

高柳健次郎財団は１９８４年に高柳健次郎博士が私

財を寄付され当時の旧日本ビクター、松下電器のご

寄付が加わり設立された財団で、２０１０年に公益財

団法人に認可されています。 

 本財団は、電子科学技術の分野で優れた成果を 

挙げた研究者を顕彰させていただくと同時に、 高柳

先生が若い頃に研究費で大変苦労されたことから 

若い研究者の研究を支援させていただいています。 

また、広く国民に科学技術への関心を喚起したいと

いうことから、科学映像の顕彰を行っています。 

創立者の高柳健次郎博士は27才の若さで、今から 

93年前の 1926 年 12月25日に、世界で初めてブラウン管上に「イ」の字を電子映像として映しだすことに成功し

ました。周りの方々にもご覧にいれたと書いておられます。

このブラウン管上に「イ」の字を表示するという世界最初の偉業が元になって、　今日、TV、コンピューターとの

インターフェースそして、スマートフォンなどの電子映像時代の幕開けとなり、その成果は今日にも脈々と生き続

け、社会に大きな影響を与え続けています。 

 贈呈式は今回で３４回目になります。科学放送の方は４９回目になります。今回は、高柳健次郎賞に吉野武彦

博士 元日本放送協会専務理事・技師長が選ばれています。おめでとうございます。また、高柳健次郎業績賞

には、NTT高村誠之博士が選ばれています。さらに、科学放送高柳賞には、3つの機関、（株）WOWOW、

（株）BSテレビ東京、日本放送協会の映像が選ばれています。

高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞を受賞された皆様と



高柳健次郎賞の選考経過報告 荒井滋久委員

高柳健次郎業績賞を受賞された
高村誠之NTTメディアインテリジェンス研究所主幹研究員

高柳健次郎賞受賞 吉野武彦（元ＮＨＫ専務理事・技師長）ご夫妻科学放送高柳賞の審  査経 過報告  餌取章男委員長 

高柳健次郎賞を受賞された
吉野武彦 元ＮＨＫ専務理事・技師長



研究奨励賞を受賞された相澤直矢客員研究員 研究奨励賞を受賞された角江崇助教

研究奨励賞を受賞された安田充研究特別任期制助教 来賓挨拶をされる中野義昭電子情報通信学会 副会長

科学放送高柳賞 最優秀賞を受賞された（株）ＷＯＷＯＷの皆様



科学放送高柳賞優秀賞 受賞（株）ＢＳテレビ東京の皆様 科学放送高柳賞優秀賞 受賞　日本放送協会の皆様

最優秀賞「パラリンピック・ドキュメンタリー森井大輝」の映像と挨拶される太田慎也チーフプロデューサー

吉野武彦博士よる高柳健次郎賞 受賞記念講演

テーマ「～夢を夢見て～　デジタル放送への道」



高柳健次郎賞・研究奨励賞・科学放送高柳賞 受賞祝賀会

来賓挨拶  相澤清晴映像情報メディア学会次期会長　来賓挨拶および乾杯 青木利晴様（高柳健次郎賞受賞者）

受賞祝賀会 会場 

優秀賞
「衝撃！未来テクノ
ロジー2030年世界は

こう変わる」の
映像と挨拶される    

大西穣
    制作局ニュース部

部長  

優秀賞
「古代遺跡透視　　
大ピラミッド発見！
謎の巨大空間」の　
映像と挨拶される　
　　矢吹寿秀　　

チーフ
プロデューサー


